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Abstract︓  

ホウ素を⾼濃度にドープした導電性ダイヤモンド（ダイヤモンド電極）は、優れた電気化

学特性をもち、次世代の電極材料として期待されている。なかでも、⽣体関連物質・環境汚

染物質等を計測する電気化学センサーとしての応⽤については、その実⽤化が視野に⼊りつ

つあり、さらに近年は、⽣体内での薬物

動態のリアルタイム測定などへも展開し

ている。⼀⽅で、すぐれた耐久性や活性

種を効率的に⽣成できる特性に注⽬した

ときに、近年新しい応⽤展開が期待され

つつある。ここでは、電気化学センサー

としての展開に加え、新しい有機電解合

成法としての利⽤法、さらに CO2還元に

よる有⽤物質⽣成⽤の電極としての機能

などについて、最近の展開を紹介する． 
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ダイヤモンド電極の応用

水処理・汚水浄化

オゾン生成

有機電解合成

環境改善

CO2還元による
有用物質創製

CO2 CxH yOze-, H+

還元

ダイヤモンド電極

重金属・有効塩素（残留塩素）・他

グルコース・尿酸・シュウ酸・
がん腫瘍マーカー・脳内物質

環境センサー

生体物質センサー・
生体計測

環境モニタリング

医療応用

創薬・化学品合成


